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完了報告書 

報告日付：２０２４年７月２４日 

事業 ID：2023S02483 

               事業名：福岡県水巻町における「子ども第三の居場所」

コミュニティモデルにおける子どもへの体験機会の提供（2023） 

団体名：（福）グリーンコープ 

代表者名：理事長 小林 香織 

TEL:092-482-1964 

事業完了日：２０２４年６月３０日 

 

１．事業内容－１  

（１）防災体験及びカーボンニュートラル体験型イベント 

①時期：２０２４年３月２３日（土） 

②場所：福岡市早良区「福岡市民防災センター」及び福岡市博多区「マリンメッセ

福岡 B 館」 

③参加者：子ども１１名、大人１０名（保護者７名、スタッフ３名） 

④事業目標の達成状況 

・防災センターへ行き、いろいろな災害の模擬体験を通して、もしもの時の防災に

対する知識や対処法を身につけることができた。 

・カーボンニュートラル体験型イベントに参加して、新聞紙でマイバッグを作り、

環境を守る取り組みについて学ぶことができた。 

(２)成功したこととその要因 

貸切バスを利用して、効率的に２ヶ所の体験活動を組み合わせたスケジュールにで

きたことで内容が充実した。 

（３）失敗したこととその要因 

子どもの参加予定数を２０名としていたが、当日の欠席があり、子どもの実参加者

が１１名だった。 
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２．事業内容－２ 

（１）みかん狩り体験 

①時期：２０２３年１０月２８日（土） 

②場所：福岡県宗像市「川上農園」 

③参加者：子ども７名、大人８名（保護者４名、スタッフ４名） 

④事業目標の達成状況 

減農薬、有機質肥料のみを使用、除草剤は使用せずに自然栽培でみかんを育てて

いる川上農園に行ってみかん狩りを実施した。生産者の思いを聞くこともできた。 

(２)成功したこととその要因 

   居場所と連携している困窮者支援の相談窓口に来られた方が居場所の見学に来られ、

みかん狩り体験にお誘いしたところ親子で参加された。 

（３）失敗したこととその要因 

運動会や修学旅行、地域の行事がある時期だったため参加できる子どもが少なかっ

た。行事予定の情報の把握が不足していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．事業内容－３ 

（１）水族館訪問 

①時期：２０２３年８月２３日（水） 
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②場所：福岡市東区「マリンワールド海の中道」 

③参加者：子ども１６名、大人６名（保護者２名、スタッフ４名） 

④事業目標の達成状況 

・様々な海の生き物を見て楽しむことができた。イルカショーでは水しぶきを浴び

に行く子どもたちではしゃいでいた。 

・後日、居場所のガラス扉に水族館に行った思い出を絵に描いて表現することがで

きた。 

(２)成功したこととその要因 

予定の参加数には達しなかったものの、多くの子どもの参加があり夏休みの楽しい

体験活動ができた。後日、思い出の絵を描く事につなげられた。 

（３）失敗したこととその要因 

当日、水族館で小６の男子が単独行動をする場面があった。子どもの特性を理解し

た見守りが求められた。 

 

 

４．事業内容－４（追加して実施） 

（１）「世界水泳選手権大会 in 福岡 －競技観戦＆バックステージツアー－」 

①日程：２０２３年７月２６日（水） 

②場所：福岡市博多区「マリンメッセ福岡」 

③参加者：子ども８名、スタッフ３名 

④事業目標の達成状況 

福岡市で開催された「世界水泳選手権大会」の「競技観戦＆バックステージツア

ー」にご招待いただき、競技観戦、バックステージツアー、顕微鏡ワークショッ

プとプロカメラマンとのプログラムに参加することができた。 

(２)成功したこととその要因 

将来、水泳選手になりたいという子どもも参加して、みんなで観戦を楽しむことが

できた。ワークショップに参加してインタビューに積極的に応える姿が見られた。 

（３）失敗したこととその要因 

特になし 

 



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．事業実施によって得られた成果 

居場所以外の場所に出かけて行って体

験活動をする中で、日頃居場所で見る

子どもたちとはまた違う一面を見るこ

とができた。親子参加もできる体験学

習を広報したことで、居場所の周知に

もつながった。 

 

 

６．活動を通じて明らかになった新たな課題と対応案 

団体行動を行う中で、特性のある子どもの対応に配慮が必要なことがわかった。寄

り添い、向き合って話をして対応をした。時間をかけて子どもとの信頼関係を築い

ていくことをスタッフ間で共有した。 

 

 

以上 

 


